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東
京
大
蔵
会
に
参
加
し
て

　以
前
仕
事
で
東
京
出
張
が
度
々
あ
っ

た
が
、
久
々
に
訪
れ
た
都
会
の
風
を
受

け
随
分
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
事
に
気
付

か
さ
れ
た
。

　会
場
に
着
き
、
周
り
を
見
渡
す
と
窓

越
か
ら
東
京
タ
ワ
ー
が
一
望
で
き
、
そ

う
言
え
ば
中
学
の
時
に
叔
母
宅
を
訪
れ

東
京
見
物
を
し
た
時
に
、
東
京
タ
ワ
ー

に
登
り
た
い
か
と
聞
か
れ
た
事
を
思
い

出
し
た
。

　い
つ
で
も
行
け
る
か
ら
と
、
当
時
タ

ワ
ー
に
登
ら
ず
、
ア
メ
横
に
行
き
買
い

物
を
し
、
ま
だ
一
度
も
登
っ
て
無
い
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

　宴
の
半
ば
で
私
に
司
会
よ
り
一
曲

歌
っ
て
下
さ
い
と
の
サ
イ
ン
が
あ
り
私

も
カ
ラ
オ
ケ
好
き
で
、
一
曲『
望
郷
酒

場
』を
歌
い
ま
し
た
。
会
に
参
加
し
て

の
感
想
と
し
て
、
村
づ
く
り
に
対
し
て

都
会
で
暮
ら
す
方
々
と
の
会
話
を
し
て
、

故
郷
に
里
心
が
つ
く
様
な
、
村
作
り
を

し
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

（
斉
藤

　光
雄
）

村議会の紹介コーナー №16

議会新体制…どうやって決めるの？
議会改選後の初議会、まずは新しい体制を決めることから始まります（２P参照）

まずは、議長 ……複数の立候補者がいれば、選挙を行います
　　(議員全員で投票。任期は2年)

―ここから、新議長が進めます―
……複数の候補者がいれば、議長選と同様に選挙を
　　（任期は2年）

……全員で話し合って常任委員会の委員を選出
　　(全員が入ります。2年で交代)

総務文教常任委員会
(委員長・副委員長)

産業建設常任委員会
（委員長・副委員長）

この4人が議会運営委員会を組織します
（委員長・副委員長）

「最上広域組合議員」を選出します（任期は2年）
「監査委員」を選出します（任期は4年）
「議会広報の委員」を選出します（任期は4年）、（委員長・副委員長）
　　これで全部決まりました。結構大変！

次は、副議長

議会の組織を
決めます

決まり事　新議長が決まるまでは「最年長の議員」が臨時の議長となり進めます。
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後
書
き

委
員
長

　早

　坂

　民

　奈

副
委
員
長

　佐

　藤

　雅

　之

委

　
　員

　矢

　口

　
　
　智

委

　
　員

　斉

　藤

　光

　雄

議会広報調査
特別委員会



海
藤
　
邦
夫

　

子
育
て
が

し
や
す
い
環

境
を
作
り
、

若
い
人
た
ち
が
定
住
し
た
く
な

る
村
作
り
、
高
齢
者
に
優
し
い

村
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み

た
い
村
を
目
指
し
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

佐
藤
　
　
勝

　

４
期
目
に

入
り
、
選
挙

公
約
の
通
り
、

積
極
的
に
意
見
を
申
し
上
げ
、

議
員
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
は

や
り
、
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う

信
念
を
持
っ
て
任
期
中
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

早
坂
　
民
奈

　

高
齢
者
・

子
育
て
世
代
、

そ
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
弱
者
の
た
め
に
、
女
性

の
視
点
で
、
住
み
良
い
村
づ
く

り
を
目
指
し
、
頑
張
り
ま
す
。

長
南
　
正
一

　

こ
の
度
の

改
選
に
よ
り
、

５
期
目
の
信

任
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
実
・
実

行
を
モ
ッ
ト
ー
に
村
が
抱
え
て

い
る
課
題
解
決
に
頑
張
り
ま
す

※
議
席
番
号
順

議
　
長
　
鈴
木
　
君
德

　

５
期
目
を

む
か
え
、
又

議
長
２
期
目

に
は
い
り
、

地
域
発
展
の
た
め
、
今
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

副
議
長
　
矢
口
　
　
智

　

平
成
の
最

後
に
改
選
を

行
い
新
し
い

時
代
を
迎
え

た
今
、
大
蔵
村
の
将
来
に
ふ
さ

わ
し
い
議
会
の
姿
を
導
き
出
し

て
い
き
た
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

斉
藤
　
光
雄

　

議
員
に
な

る
初
心
の
志

を
村
の
地
域

活
性
化
に
向
け
て
、
村
の
営
業

マ
ン
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す

八
鍬
　
信
一

　

村
民
皆
さ

ん
に
と
っ
て

特
に
重
要
な

事
は
道
路
整
備
で
あ
り
、
要
望

活
動
そ
し
て
実
行
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

佐
藤
　
雅
之

　

変
化
の
速

い
時
代
に
あ

っ
て
、
多
様

な
価
値
観
を
認
め
合
え
る
人
づ

く
り
、
挑
戦
と
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
を
目
指
し
て
尽
力
い
た

し
ま
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

加
藤
　
忠
己

「
仕
事
は
迅

速
、確
実
に
」

を
モ
ッ
ト
ー

に
頑
張
り
ま
す
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専
決
処
分
の
承
認

★
大
蔵
村
税
条
例
の
一
部
改
正

（
国
の
法
改
正
に
伴
う
も
の
）

★
大
蔵
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

（
国
の
法
改
正
に
伴
う
も
の
）

★
大
蔵
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
関
す
る
国
の
法
改
正
に
伴
う

も
の
）

★
平
成
30
年
度
補
正
予
算
８
件

★
団
地
造
成
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

議　　長 鈴　木　君　德 副 議 長 矢　口　　　智

総務文教常任委員会 産業建設常任委員会
委 員 長 八　鍬　信　一 委 員 長 海　藤　邦　夫
副委員長 佐　藤　　　勝 副委員長 加　藤　忠　己
委　　員 鈴　木　君　德 委　　員 長　南　正　一
委　　員 早　坂　民　奈 委　　員 矢　口　　　智
委　　員 佐　藤　雅　之 委　　員 斉　藤　光　雄

議会運営委員会 議会広報調査特別委員会
委 員 長 加　藤　忠　己 委 員 長 早　坂　民　奈
副委員長 佐　藤　　　勝 副委員長 佐　藤　雅　之
委　　員 八　鍬　信　一 委　　員 矢　口　　　智
委　　員 海　藤　邦　夫 委　　員 斉　藤　光　雄

最上広域組合議員 議会選出監査委員
長　南　正　一 佐　藤　雅　之

5
月
臨
時
会

5
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

　

議
会
改
選
後
初
の
議
会
を
５
月
２
日
・
７
日

に
開
催
し
、
議
長
、
副
議
長
の
互
選
の
他
、
各

委
員
の
選
出
を
行
い
、
新
た
な
議
会
体
制
が
発

足
し
ま
し
た
。
ま
た
、
専
決
処
分
と
な
っ
て
い

た
平
成
30
年
度
補
正
予
算
８
件
の
承
認
、税
条
例
、

国
保
条
例
の
改
正
等
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

令和元年

新しい時代に新しい  議会がスタート!新しい時代に新しい  議会がスタート!

新体制決まる

議
員
か
ら
の
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

議
案
審
議



5議員が一般質問

一
般
質
問

　

６
月
定
例
会
が
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
令
和
元
年
度
の

６
会
計
の
補
正
予
算
審
議
の
他
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
わ
る
税
条
例
の

一
部
改
正
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
等
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

議
案
に
先
立
ち
５
名
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

補正予算決定
補正額 総　　額 主な補正内容

① 一 般 会 計 9400万円 36億8400万円 プレミアム商品券発行、住宅団地購入支援等

② 国 保 会 計 580万円 4億1280万円 保険給付費の増

③ 公共下水道 13万円 1億6360万円 備品購入費等

④ 診 療 所 80万円 2億3870万円 修繕料、備品購入費等

⑤ 介 護 保 険 35万円 4億6140万円 地域支援事業費の増

⑥ 浄化槽事業 390万円 2770万円 浄化槽整備工事の増工

6
月
定
例
会

一 般 　 質 問
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村の要望を国政に（東京中央要望）

住宅分譲地購入に
大幅助成‼️

6月
定例会

佐藤　雅之 議員

〇子どもの均等割り減免で、子育て世帯の国保
税負担の軽減を図れ

加藤　忠己 議員

〇農産物加工施設三和食品大蔵工場と村のか
かわりは

長南　正一 議員

〇沼の台保育所の休所に伴う、今後の保育行政
について

早坂　民奈 議員

〇若い女性が村に残れる環境づくり、その具体
策は

斉藤　光雄 議員

〇役場庁舎の改築議論がある中での地域活性
化策は

7P

8P

6P 9P

10P

6月
定例議会

一般質問村政を問う
ここが知りたい

◀︎住宅分譲地

議
案
審
議

今
回
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
契
約

（
バ
ス
１
台
の
更
新
を
行
い
ま
す
）

・
大
蔵
村
税
条
例
の
一
部
改
正

（
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
わ
る
国
の
法
改
正
に

よ
る
も
の
）

・
請
負
契
約
の
一
部
変
更

（
肘
折
地
区
防
災
拠
点
施
設
工
事
の
変
更
契

約
の
承
認
）

・
令
和
元
年
度
補
正
予
算
審
議

（
一
般
会
計
、
国
保
会
計
、
下
水
道
、
診
療

所
、
介
護
保
険
、
浄
化
槽
事
業
の
補
正
）



一
般
質
問

一
般
質
問

一 般 　 質 問一 般 　 質 問

おおくら  議会だより　第120号 おおくら  議会だより　第120号7 6

長
南
　
正
一 

議
員

れ
た
が
、
地
域
の
保
護
者
よ
り

保
育
所
の
必
要
性
や
園
児
の
通

所
時
間
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ

た
経
緯
が
あ
り
、
村
主
導
で
の

保
育
所
の
統
合
は
考
え
て
い
な

い
。

問
②　

遠
隔
地
か
ら
の
通
所
手

段
は
、
村
で
対
応
す
べ
き
で
な

い
か

答
②　

仮
に
保
育
所
が
統
合
し

た
場
合
の
通
所
方
法
は
、
村
が

対
応
す
べ
き
と
の
意
見
で
す
が
、

現
在
、
検
討
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
仮
に
統
合
す
る
場
合
は
、

巡
回
送
迎
の
配
慮
を
十
分
に
検

討
し
、
園
児
の
安
全
を
第
一
に

考
え
、
保
護
者
の
方
々
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

②
順
位
は
県
内
で
一
位
。

③
子
ど
も
の
均
等
割
を
全
額
免

除
し
た
場
合
、
年
間
二
百
二

十
六
万
八
千
円
が
必
要
と

な
る
。

④
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を
「
特

別
な
事
情
」
と
し
て
減
免
す

る
こ
と
は
現
段
階
で
は
困

難
。
子
育
て
世
帯
の
医
療
費

無
料
化
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
。
仮
に
国
保
税
の
減
免

の
財
源
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
の
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
を
し
た

い
。

問
２
:
一
人
当
た
り
の
国
保
税

額
が
市
町
村
で
一
番
高
い
の
は

な
ぜ
か
。

答
２　

自
営
業
者
や
農
家
な
ど

国
保
加
入
世
帯
の
平
均
所
得
が

他
市
町
村
に
比
べ
て
高
い
た
め
。

問
３　

所
得
の
無
い
子
ど
も
か

ら
も
均
等
割
を
取
る
こ
と
は
問

題
が
あ
る
。
少
な
く
て
も
こ
れ

を
減
免
す
べ
き
。
他
方
、
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
の
対
象
年

齢
引
き
上
げ
は
私
も
求
め
て
き

た
も
の
で
歓
迎
す
る
。「
仮
に
」

と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
の
こ
と
か
。

答
３　

子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
拡
大
の
方
が
一
部
の
人
に
偏

ら
な
い
と
考
え
た
た
め
。

沼の台保育所

佐
藤
　
雅
之 

議
員

問　

著
し
く
進
む
少
子
化
と
人

口
減
少
が
中
山
間
地
域
を
席
巻

し
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
事
例

が
保
育
園
児
の
減
少
。
平
成
三

〇
年
度
の
沼
の
台
保
育
所
で
は
、

４
名
の
園
児
が
通
園
し
て
い
た

が
、
年
長
園
児
が
卒
園
し
、
三

一
年
度
に
お
い
て
入
園
希
望
者

が
ゼ
ロ
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

や
む
な
く
暫
く
の
間
休
所
と
な

っ
た
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て

時
代
の
流
れ
と
は
言
え
な
い
複

雑
な
感
情
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。

子
ど
も
は
、
地
域
全
体
で
育
て

る
と
の
思
い
が
強
い
地
区
だ
け

に
再
開
が
望
ま
れ
る
。

　

し
か
し
、
保
護
者
の
意
向
を

最
重
点
に
、
通
園
保
育
が
円
滑

に
進
行
さ
れ
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
子

育
て
が
し
や
す
い
村
づ
く
り
を

目
指
す
べ
き
だ
。

問
①　

近
い
将
来
、
村
が
一
所

体
制
を
取
る
の
か

答
①　

休
所
に
至
っ
た
経
緯
か

ら
地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
、
と
て
も
憂
慮
し
て
い

る
。

　

保
育
所
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

保
育
所
の
建
設
時
に
、
検
討
さ

問
１　

国
民
健
康
保
険
は
、
他

の
医
療
保
険
と
違
い
「
扶
養
」

と
い
う
制
度
が
な
く
、
産
ま
れ

た
ば
か
り
の
乳
児
や
子
ど
も
に

も
「
均
等
割
」
が
発
生
す
る
。

医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
分

を
合
わ
せ
る
と
一
人
あ
た
り
三

万
六
千
円
の
均
等
割
負
担
と
な

る
。
そ
こ
で
四
点
質
問
す
る
。

①
大
人
も
含
め
た
一
人
あ
た
り

の
国
保
税
の
負
担
額
は
い
く

ら
か
。

②
県
内
の
市
町
村
等
の
中
で
そ

の
負
担
額
は
何
位
か

③
二
十
歳
未
満
の
均
等
割
を
全

て
免
除
し
た
場
合
、
年
間
ど

れ
く
ら
い
の
財
源
が
必
要
か

④
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を
「
特

別
な
事
情
」
と
認
定
し
、
子

ど
も
の
均
等
割
を
減
免
す
る

自
治
体
が
全
国
で
は
出
て
き

て
い
る
が
、
大
蔵
村
で
も
同

様
に
子
ど
も
の
均
等
割
額
の

減
免
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
１　

①
平
成
二
十
九
年
度
の

一
人
当
た
り
の
税
負
担
額

は
、
十
三
万
五
千
六
百
六
十

六
円
。

子
育
て
世
帯
の

国
保
税
の
軽
減
を
図
れ

村
長  

財
源
あ
れ
ば
、
子
の
医
療
費

　
　

無
料
化
対
象
拡
大
で

今
後
の
保
育
行
政
を
問
う

村
長  

保
護
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
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ー
タ
」
の
3
種
類
を
開
発
。

肘
折
温
泉
の
商
店
で
も
販

売
し
て
い
る
。

④
組
織
運
営
に
対
し
、
補
助
金

等
も
創
設
し
て
対
応
し
て

い
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で

は
機
能
し
て
い
な
い
。
納
入

組
合
は
今
後
の
事
業
展
開

に
非
常
に
重
要
。
加
工
場
や

市
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
生
産
物
を
生
産
す
る
農

家
を
増
や
し
て
早
期
に
組

織
化
し
た
い
。

問
2　

村
内
の
雇
用
人
数
が
当

初
と
大
き
く
違
い
、
少
な
い
。

な
ぜ
応
募
者
が
集
ま
ら
な
い
の

か
。
フ
ル
タ
イ
ム
を
希
望
し
た

が
、
パ
ー
ト
で
時
給
も
安
い
と

応
募
を
諦
め
た
と
の
話
も
聞
い

て
い
る
。
仕
事
の
教
え
方
に
つ

い
て
も
厳
し
い
と
の
指
摘
が
あ

る
が
ど
う
か
。

答
2　

ま
だ
操
業
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
1
年
目
で
村
内
雇
用

が
9
名
い
る
の
は
順
調
。
ま
た

正
社
員
へ
の
道
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
食
品
加
工
業
は
、
ハ

ー
ド
で
厳
し
い
面
も
あ
る
が
、

会
社
の
経
営
方
針
で
あ
り
、
労

使
で
合
意
し
て
働
く
の
だ
か
ら

大
変
さ
、
厳
し
さ
は
あ
る
程
度

や
む
を
得
な
い
。

問
3　

大
葉
を
モ
デ
ル
と
し
た

生
産
も
で
き
て
い
な
い
。
大
葉

の
出
荷
も
楽
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答
3　

大
葉
は
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
る
が
、
金
額
的
に
い
く
ら

に
な
る
か
。
農
家
の
収
入
に
つ

な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手

っ
取
り
早
く
出
荷
で
き
、
お
金

に
な
る
も
の
に
も
特
化
も
し
て

ゆ
く
。

加
藤
　
忠
己 

議
員

早
坂
　
民
奈 

議
員

答
１　

住
宅
団
地
の
整
備
は
、

子
育
て
支
援
住
宅
に
暮
ら
す

方
々
の
定
住
に
繋
が
っ
て
欲
し

い
思
い
で
の
発
言
で
あ
り
、
ソ

フ
ト
面
が
大
切
な
こ
と
は
同
じ

で
あ
る
。
他
の
市
町
村
に
先
駆

け
各
種
子
育
て
支
援
事
業
を
展

開
し
て
き
た
。
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
は
、「
子
育
て
支
援
計
画
策

定
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
た
。
施
設
整
備
や
通
園
・

通
学
に
係
る
安
全
確
保
等
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
学
童
保

育
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら

受
け
入
れ
が
出
来
る
よ
う
施
設

改
修
を
準
備
し
て
い
る
。
沼
の

台
保
育
所
は
、
整
備
の
財
源
に

起
債
を
充
当
し
て
お
り
、
保
育

所
以
外
の
使
用
の
場
合
は
、
償

還
金
を
一
括
返
済
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

自
然
の
中
で
の
一
過
性
の
遊

び
や
感
覚
で
楽
し
さ
を
感
じ
る

事
も
あ
る
が
、
人
と
の
つ
な
が

り
の
な
い
事
で
は
定
住
に
結
び

つ
か
な
い
。
村
を
知
る
き
っ
か

け
は
自
然
や
施
設
で
は
な
く
、

人
と
の
交
わ
り
の
中
で
芽
生
え

る
も
の
で
あ
る
。
村
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
、「
小
さ

い
村
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
キ
ラ

リ
と
光
る
村
」
の
魅
力
を
、
村

民
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
行
く
。

こ
れ
か
ら
も
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
し
て
、
各
種
事

業
を
丁
寧
に
積
み
上
げ
て
い
く
。

問
２　

学
童
保
育
が
６
年
生
ま

で
受
入
れ
可
能
と
な
り
良
か
っ

た
。
保
育
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
他
の

施
設
も
考
え
て
は
ど
う
か
、
又

四
ヶ
村
の
良
さ
を
、
村
民
も
知

ら
な
い
方
が
い
る
、
是
非
と
も

周
知
を
行
い
村
内
外
に
発
信
し

て
欲
し
い
。

答
２　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
１　

若
い
女
性
が
村
に
残
れ

る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
住
宅

団
地
の
整
備
が
あ
る
が
、
ソ
フ

ト
面
で
の
フ
ォ
ロ
ー
も
大
切
。

若
い
女
性
だ
け
で
な
く
、
子
育

て
世
代
等
の
ニ
ー
ズ
の
情
報
を

得
て
い
る
か
。
施
政
方
針
の
中

で
「
安
心
・
安
全
」
を
掲
げ
て

お
り
、
子
育
て
に
も
生
か
し
て

欲
し
い
。
中
で
も
、
学
童
保

育
が
４
年
生
ま
で
の
受
入
れ
で
、

切
実
に
困
っ
て
い
る
方
が
い

る
。
６
年
生
ま
で
の
受
入
れ
を

出
来
な
い
か
。
又
、
子
ど
も
達

の
遊
び
場
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
は
無
い
。
そ
こ
で
、
休
所
と

な
っ
て
い
る
沼
の
台
保
育
所
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
通
年
利

用
で
き
る
室
内
遊
び
場
に
出
来

な
い
か
。
沼
の
台
は
自
然
豊
か

で
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま

で
楽
し
め
る
地
区
で
あ
り
、
そ

こ
に
人
が
集
ま
る
居
場
所
を
作

り
、
村
に
親
し
ん
で
こ
そ
、
定

住
に
繋
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
又
、
そ
の
他
の
具
体
策
は

あ
る
の
か
。

問
1　

大
蔵
村
農
産
物
加
工
施

設
が
三
和
食
品
大
蔵
工
場
と

し
て
稼
働
し
て
1
年
と
な
る
。

P
R
さ
れ
た
①
雇
用
の
確
保
②

中
山
間
地
域
農
業
の
振
興
③
特

産
品
の
開
発
状
況
、
こ
れ
ら
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

④
農
産
物
加
工
施
設
納
入
組
合

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
現
在
大
蔵
工
場
の
従
業
員
は

23
名
。
内
、
新
卒
採
用
も
含

め
９
名
が
大
蔵
村
民
。

②
四
ケ
村
地
区
を
中
心
に
村
内

で
検
討
会
や
説
明
会
を
開

催
し
、
農
産
物
の
受
け
入
れ

態
勢
を
農
家
に
周
知
し
た
。

し
か
し
、
工
場
の
主
力
商
品

で
あ
る
「
し
そ
巻
」
用
の
大

葉
が
、
毎
日
収
穫
、
毎
日
納

品
と
い
う
形
態
が
農
家
の

不
安
材
料
と
な
っ
て
お
り

「
作
付
け
・
出
荷
」
に
至
っ

て
い
な
い
。

③
規
格
外
ト
マ
ト
を
三
和
食
品

が
買
取
り
製
品
化
。「
大
蔵

ケ
チ
ャ
ッ
プ
」「
大
蔵
ナ
ポ

リ
タ
ン
」「
大
蔵
ア
ラ
ビ
ア

若
い
女
性
が
村
に
残
れ
る

環
境
づ
く
り
の
具
体
策
は

村
長  

各
種
事
業
を
丁
寧
に
積
み
上

　
　

げ
て
い
く

三
和
食
品
大
蔵
工
場
と

村
の
関
わ
り
を
問
う

村
長  

企
業
誘
致
で
村
農
業
の
活
性

　
　

化
を

株式会社三和食品大蔵工場

学童保育の一コマ
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２
、
庁
舎
改
築
の
際
は
民
間
の

業
者
を
交
え
る
様
な
コ
ン
ペ

方
式
の
採
用
。

答
①　

現
在
の
役
場
庁
舎
は
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、

強
い
地
震
に
対
し
て
、
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
て
い

る
。
災
害
対
策
の
拠
点
と
な
る

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
建
設
の
必

要
性
が
あ
り
、
建
設
地
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
方
々
が
不
便
を

き
た
さ
な
い
よ
う
村
中
心
地
で

あ
る
清
水
・
合
海
地
区
に
と
考

え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
清
水
・
合
海
地
区

の
大
部
分
が
洪
水
警
戒
地
域
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
設

場
所
の
適
地
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
状
況
。
他
の
公
共
施

設
と
あ
わ
せ
た
複
合
施
設
の
あ

り
方
等
も
検
討
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
施
策
も
ま
た
必

要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　

住
民
の
意
見
を
取
り
込
む
体

制
作
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

住
民
の
意
見
に
沿
っ
た
施
設
作

り
に
努
め
て
き
た
。
庁
舎
に
於

い
て
も
同
様
に
意
見
を
十
分
取

り
入
れ
、
訪
れ
や
す
く
、
使
い

や
す
い
庁
舎
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

答
②　

建
設
の
際
の
コ
ン
ペ

（
設
計
デ
ザ
イ
ン
の
競
技
）
方

式
採
用
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
規
模
や
金
額
が
は
っ
き
り
し

な
い
中
で
確
定
的
な
事
は
言
え

な
い
が
、
条
例
や
規
則
に
照
ら

し
合
わ
せ
よ
り
有
効
な
入
札
方

式
を
と
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
庁
舎
建
設
は
、
村
の

重
要
事
業
と
考
え
る
の
で
、
将

来
を
見
据
え
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
十
分
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
村
民
の
方
々

の
理
解
と
協
力
が
な
い
と
進
ま

な
い
事
業
。

　

近
い
将
来
に
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
、
一
定
の
案
を
示
せ
る
と

考
え
て
い
る
。

斉
藤
　
光
雄 

議
員

問　

人
口
減
少
に
伴
い
、
各
地

区
の
商
業
施
設
が
極
端
に
少
な

く
な
り
、
ま
た
高
齢
者
の
単
身

世
帯
、
空
き
家
（
廃
屋
）
等
が

目
立
つ
。
そ
の
上
人
口
の
減
少

に
よ
り
以
前
か
ら
の
伝
統
的
な

催
し
も
失
わ
れ
、
消
滅
地
区
が

山
間
地
よ
り
発
生
し
、
他
地
域

へ
の
生
計
維
持
の
生
業
と
共
に

サ
イ
レ
ン
ト
移
住
が
進
ん
で
い

る
状
況
で
す
。
村
中
心
地
の
荘

内
銀
行
の
撤
退
と
い
っ
た
形
態

が
顕
著
に
表
れ
、
益
々
暮
ら
し

に
く
い
状
態
が
予
想
さ
れ
、
安

心
な
日
々
を
送
る
生
活
環
境
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
打
開
す
る
意
味
で
、

役
場
庁
舎
の
改
築
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
昨
今
、
村
中
心
地
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
住
民
の

意
見
を
聞
き
、
ま
た
民
間
活
力

も
活
用
し
、
微
増
で
も
人
口
が

増
え
る
よ
う
役
場
庁
舎
を
拠
点

と
し
診
療
所
や
そ
の
他
の
イ
ン

フ
ラ
も
集
結
さ
せ
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
質
の
高
い
村
作
り
が
急
務

で
有
る
と
考
え
提
案
す
る
。

１
、
計
画
段
階
に
お
い
て
住
民

の
選
抜
を
行
い
住
民
の
意
見

を
組
み
込
む
体
制
づ
く
り
。

役
場
庁
舎
を
中
心
と
し
た

地
域
活
性
化
は

村
長  

将
来
を
見
据
え
十
分
検
討 

「議会改革」
さらに進めます！

　令和という新時代に合わせるように議会も改選を終え、新たな体制でスタートしました。
新鮮な気持ちで議会の活動に取り組んでいきたいと考えています。
　そして今、全国的な議論となっている「議会の制度改革」の進展と合わせて、議会の在
り方を改めて見直す「議会改革」をさらに進め、村民に信頼され、次世代に受け継がれる
よう、さらに協議を重ねていきます。
　

★「議会報告会」を継続して開催し、村民の意見や要望を伺い前
に進めます。

★「議会主催の懇談会」を開催し、意見交換・情報交換を行います。

★ 議会の「運営方法の見直し」を図り、村民に分りやすい議会
を目指します。

★「研修・研究の充実」を図り、村政運営に反映させていきます。

★「議員報酬・定数の再検討」を行い、大蔵村にふさわしい議
会の姿を考えます。

　

　特に、議会の報酬・定数に関しては、国が示す新制度の提案に加え、我々地方議員の母
体となる全国町村議会議長会が行った「町村議会議員の議員報酬等のあり方」の最終報告
内容等を基にした、多角的な研究・協議が必要と考えています。
　村民の皆様の御意見もいただきながら、真剣に考えていきたいと思っています。
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村議会の紹介コーナー №16

議会新体制…どうやって決めるの？
議会改選後の初議会、まずは新しい体制を決めることから始まります（２P参照）

まずは、議長 ……複数の立候補者がいれば、選挙を行います
　　(議員全員で投票。任期は2年)

―ここから、新議長が進めます―
……複数の候補者がいれば、議長選と同様に選挙を
　　（任期は2年）

……全員で話し合って常任委員会の委員を選出
　　(全員が入ります。2年で交代)

総務文教常任委員会
(委員長・副委員長)

産業建設常任委員会
（委員長・副委員長）

この4人が議会運営委員会を組織します
（委員長・副委員長）

「最上広域組合議員」を選出します（任期は2年）
「監査委員」を選出します（任期は4年）
「議会広報の委員」を選出します（任期は4年）、（委員長・副委員長）
　　これで全部決まりました。結構大変！

次は、副議長

議会の組織を
決めます

決まり事　新議長が決まるまでは「最年長の議員」が臨時の議長となり進めます。
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